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世界文化遺産の高野山で
開創の中心地・本中院谷にチタン屋根

——總持院様は高野山の中でもたいへん由緒あるお
寺様だと存じております。
宮田住職　開基は久安年間（1145-1151）といいま
すから、平安時代の末期です。金剛峯寺のすぐ隣にあ
りますが、当院から４軒を本

ほん

中
ちゅう

院
いん

谷
だに

と申しまして、お
大師様が高野山をお開きになった中心になります。伽
藍を建立され道場を造られ、お大師様やお弟子様が
その周辺にお住まいになった。そういう場所ですから、
往古の雰囲気も自ずと守られています。高野山でも、
お寺しかなくて民家が混在しないというのはこの一画
だけです。
——平成 27 年に高野山は開創 1200 年を迎えますが、
とくにこのあたりは歴史の重みを感じますね。
　元々、うちのお堂はすべて檜皮葺きでした。本中院

谷の並びは檜皮葺きが連なり、それは美しかったです
ね。できれば檜皮に越したことはありませんが、この
区域は高い木々に囲まれていて日照が悪く、檜皮も腐
りやすいのです。
　今回チタンで葺いた位牌堂と大師堂は、とくに日陰
になる場所で、葺き替える前は、屋根に直径が数セン
チにもなる木が生えていました。檜皮は有機質ですか
ら朽ちると肥料になってしまいます。雨に濡れて、陽
が当たらないと腐っていく。腐ったらカビが生える。カ
ビが生えるとまた腐る。分解されていい肥料になった
ところに、上から木の種が落ちてくるわけですから、
林ができてもおかしくありません。鬼板なんかは腐っ
て融けてなくなっていました。
　このまま檜皮で葺いたところで、30年に一度は同じ
ことの繰り返しです。檜皮の材料自体によいものがな
くなっていますから、そのサイクルは今後ますます短
くなります。

平安時代のはじめ弘法大師空海により開創され、平成 16（2004）年には「紀伊山地の霊場と参詣道」としてユネスコ
世界文化遺産に登録された高野山。一山すべてが道場というこの真言密教の聖地においても、総本山金剛峯寺の隣に
控え、ひときわの伝統と格式を誇る別格本山總持院様では、このほど新日鐵住金の建材用チタンによる位牌堂と大師
堂の屋根改修工事がご落慶となりました。
高野山初のチタン屋根となったこの２つの建物は、チタンならではの耐候性や苔や庭木を枯らさない安全性を評価い
ただいたのみならず、荘厳な聖地にも違和感なくとけ込む意匠性への期待を受けてのものでした。弊社でも関係各位
とともに新たな表面仕上げの開発を加速し、檜皮からの葺き替えの決定版となりうる製品を実現することとなりました。
今回は高野山におけるチタン適用というご英断をいただいた宮田永

えい

明
みょう

住職に、施工を担当した株式会社カナメ岡山営
業所・坂本宗壱所長とともにお話をうかがいました。

チタン建材　最前線からのメッセージ
【シリーズ】チタンを選んだ施主様と、施工会社様インタビュー

第９回　總持院様

高野山でも、もっとも弘法大師にゆかりある本中院谷にある總持院様。通りに面し
て檜皮葺き山門の右が大師堂、その隣が位牌堂

宮田永明住職
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　確か 40 年ほど前、京都の清水寺の舞台（本堂）
の大屋根の葺き替えをしたときに、150 年前の葺き
替えの棟板が出てきました。あのような大きな屋根だ
と、檜皮も長尺物を使うのですが、長くてよい檜皮と
なると、立木の表面を甘皮だけ残してめくって、15年
か 20 年くらいかけて新しい皮ができるのを待つわけ
です。そうすれば、脂がしっかり乗ったよい檜皮が得
られ長もちもしますが、もうそんなことはまずできない。
樹脂を注入して耐用年数を上げる試験も行われていま
すが、それでも火災には絶対的に弱いですね。
——高野山には火事で苦しんで来られた歴史もあり
ますね。
宮田住職　日本の伝統建築は木造ですから、そのリ
スクはどこも同じですが、高野山も全山焼け野原になっ
たことが何度かあります。金剛峯寺の根本大塔や金堂、
山内の文化財を収蔵する霊宝館をコンクリートにした
ねらいも、まずは耐火でした。檜皮の場合は、遠いと
ころの火事であっても、火の粉が飛んで来て引火すれ
ば、もうおしまいです。布団が燃えたのと同じで、上
からいくら水をかけても追いつきません。
——火元が近隣でなくても危ないのですね。
宮田住職　金剛峯寺の檜皮の大屋根には、天水桶が
置かれています。火の粉が飛んで来そうな場合、屋根
に上ってあれで水をまくのです。今はホースも使いま
すが、それでも火の粉が落ちる前に水をまかないとだ
めですね。もしも檜皮がくすぶれば、そのまわりごとガ
サッと取り除かないと、中にどんどん火が入ります。で
すから、チタンなど金属の屋根材を使うということは、
当然、火災から守るという意味があります。
　私の子どものころはトタンにコールタールを塗った
屋根もありまして、何年かに１度、コールタールを塗
り直していました。それが銅板なら、緑青が吹いて保
護皮膜ができるから、メンテナンスをしなくていいとい
うことで、銅板になっていったのですが、その銅板も
酸性雨の影響が心配になってきました。ちょうどそこに
チタンという材料が出てきて、高価ではあるもののずっ
と変化しないという。高野山が世界遺産に登録され、
ますます次代に受け継ぐ責任を感じる中で、造形がそ
のまま保てるチタンに大きな魅力を感じました。

必然の時期にチタンで葺き替え

——チタン屋根材については、いつごろお知りになっ
たのでしょうか。
宮田住職　５年ほど前に、出張先でチタンで葺かれ
たお寺の屋根を見て、きれいな色だな、この色だった

ら瓦に似ていていいじゃないかと思いました。ただ予
算のこともありましたので、すぐには注文できなかっ
たのですが、話だけは聞いてみようと思っていました。
そしたら、ちょうど営業の方から「高野山に行くので、
ご挨拶にうかがいます」という連絡がありました。
　来てもらって、話を聞いて、これだけの平米数で、
こことここをやりたいという話をしたら、「これだけの予
算を用意をしてくだされば、チタンは押さえられます。
工事の日取りはそれからでも結構です」とおっしゃる
のでお願いしました。
　その１年ほど後に東日本大震災が起こって、うちの
位牌堂も雨漏りが心配になってきましたので、いよい
よ葺き替えに入りました。見れば野地板なんかは腐り
かけていて、ギリギリのところでした。もう少しでも遅
かったら化粧木材もたぶんダメになっていたでしょう。
坂本　そうですね、化粧木材も濡れた跡がありました。
雨水の浸入があると 腐食も早いです。工事範囲を小
さくとどめるためにも、今回はよい機会だったと思い
ます。 
宮田住職　そのままだったら建物本体も全部やり直さ
なくてはなりません。本当にいいタイミングだったので
すが、物事というのはそういうものだなと思いました。
人間は、考えて考えて、計画を練る。するとあるとき
時期というものが到来します。考えますと私の仕事も、
本尊様にお願いして、お大師様にお祈りして、祈れば
それですべてが大丈夫かというと、決してそうではあり
ませんが、どうも巡り合わせというものがあります。こ
こまでピッタリのタイミングで葺き替えられたのは、本
尊様とお大師様のお蔭だと思いました。

チタンは苔を荒らさない

——やはりご縁があったということですね。建物を守
るという面で、チタンは腐食による雨漏りをなくすとい
う以外に、屋根が軽量化でき耐震性に寄与するという
ことでも、震災以来、引き合いや問い合わせが急増し
ました。
宮田住職　うちも檜皮などの自然素材が使えなくなっ
たことのほかに、構造上の問題がありました。仮に位
牌堂に瓦を載せるとなると、屋根が重たくなりますか
ら、下の構造部分の負担も大きくなります。一方、上
が軽かったら構造の負担は軽減されます。もっとも、
ここは寒いから瓦は使えません。継ぎ合わせの部分に
溜まった水が凍って瓦が割れてしまうのです。ですか
ら銅板もしくは他の金属ということで、ガルバリウム鋼
板という選択肢もありましたが、上に塗ったものが腐ら
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ないというより、そのものが腐らない方がいいに決まっ
ていますから、チタンは望むところでした。
　できれば樋も付けたくないというのがありました。う
ちにも樋はありますが、本当は全部取り払いたいくら
いです。樋を付けると建物は必ず傷みますし、樋自体
のメンテナンスも必要になります。樋を付けないとなる
と、銅板は緑青を含んだ水が庭に落ちて苔や植木を
枯らしますが、チタンなら樋がなくても安心です。
　私の子どものころは町営水道がなくて、溜め水や山
の湧き水を使っていました。また若いころ、10年ほど
小豆島の山寺にいたことがありまして、屋根に落ちた
雨水を溜めて、濾して沸かして使っていました。そう
いう経験がありますから、水というものには敏感になり
ます。銅の樋から出てきた水は銅イオンが入っている
ので、下のコンクリートの雨落ちの部分も１カ月くらい
でグリーンになります。小豆島の寺は瓦屋根だったか
らよかったのですが、銅板の屋根だったら、まず飲も
うとは思わなかったですね。
——チタンは人工骨や歯根にも使われるくらいで、体
内に入れても大丈夫です。環境負荷を抑えるという点
では、チタンに勝る建材はありません。

1200 年の伝統にも違和感のない意匠性

坂本　建物の意匠を考えても樋はない方がいいです
ね。本来軒先を見せるための建物なのに、そこをわざ
わざ隠すことになりますから。
宮田住職　位牌堂も道路の側は樋を付けていません。

樋がないから、外から見ても美しい。先日、建仁寺に
行きましたが、京都の寺は瓦葺きがほとんどですから、
樋があまりありません。やはり樋がないのはいいです
ね。全体的に見ても、うちの屋根はたいへんきれいに
葺いてもらいました。眺めていても思わず顔がほころ
びます。
坂本　新日鐵住金が加工性にすぐれたチタンを開発し
ていますし、とくにうちの職人はチタン屋根でかなり
の経験を積んでいます。總持院様でもきれいな線が出
るよう本当に頑張ってくれました。
宮田住職　位牌堂の鬼も見事なものです。立体的で
よくできていて、あの技術力は素晴らしい。「よくでき
過ぎていて瓦に見える。腹が立つくらいだ」と棟梁が
言うから面白かった。箕甲から連なるラインも滑らか
ですね。ここは屋根の美しさの見せ所ですよ。いちば

傑作とお褒めいただいた鬼も含め、端正に葺き上がった位牌堂。いぶし瓦風で渋みを増した CD05 の単体使用は、この屋根が初めて

樋の使用を控えた位牌堂の表通り側



4

ん上の箱棟にしても、普通はああいう大きなものだと、
板をあらかじめ箱状に加工して設置することが多いの
ですが、部材ごとにきっちりと垂木に縫い付けてやっ
ています。よく気を遣って葺いたというのがわかります
から、非常に満足しています。
——職人さんの技術力があっての話ですが、チタン
でも、今は銅板と同じくらいの施工ができるという好
例ですね。今でも頭からチタンではああいうカーブは
出ない、銅板みたいに施工できないと言って、話も聞
いてくださらない施主様もいらっしゃいますが、ご住
職はチャレンジ精神が旺盛で、新しい技術やものづく
りの現場をたいへんよくご存じでした。

宮田住職　先代が建築が好きで、私も小僧のころから
あちらこちらの現場に行って、ああでもない、こうでも
ないと、邪魔ばかりしていました。
——まず位牌堂から始まりましたが、いぶし瓦風で人
気の高い AD03 という表面仕上げをご覧いただいたと
ころ、それよりも落ち着いたものがいいということで、
CD05 を提案させていただきました。CD05 を単体で
使ったのは總持院様が初めてですね。
宮田住職　まったくいい感じになりました。最初にチ
タンの話を聞いたときは、まだ薄い色だったように記
憶していますが、改めて見本をもらったときには、あ
れがいちばん黒い色でした。
　位牌堂の色もよかったのですが、大師堂に関しては、
金色の宝珠とのマッチングを考えて、さらに黒くて落ち
着いた表面仕上げをリクエストしました。
——それまではいぶし瓦風の表面仕上げが１つのベー
スにあったのですが、私も実際に高野山にお邪魔しま
して、山内の厳かな雰囲気に触れますと、やはり 1200
年の歴史の重みにふさわしい意匠が必要であると感じ
ました。ちょうどメーカーでもさらなる市場開拓のた
め、そういった表面仕上げを研究中で、カナメさんと
も前向きにやりましょうという話になりました。
坂本　ご住職のご要望がなければ、この色がこんな
に早く世に出なかったでしょうね。
宮田住職　境内の雰囲気にそのままとけ込んでいて、
昔からあるみたいな感じがします。言わないと誰も新

よく知る人すら檜皮からの葺き替えに気がつかなかったという大師堂。この屋根に合わせて開発を急いだ新しい黒色表面仕上げと、
IP ゴールドチタン２種を組み合わせた宝珠が絶妙にマッチ

位牌堂の施工風景
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しく葺いたことに気がつかないから、新しくしたと言う
のですが、それでもみなさん宝珠だけが新しくなった
と思っています。前の宝珠は銅の鋳物に金箔を貼った
ものですから、劣化が目立っていました。改修前の宝
珠の露盤（台座）が木だったのも屋根が檜皮葺きだっ
たからで、それもみんな知っているはずなのに、全部
がチタンに変わったことに誰もまったく気づかない。
——宝珠の金色も最新の IP（イオンプレーティング）
技術によるものです。
宮田住職　IPも何種類か見せてもらって、露盤と宝珠
の素材に少し変化をもたせたところ、本当にいいもの
に仕上がりました。これもまったく違和感がない。
——ご住職がいちばんいいとおっしゃるもので宝珠と
露盤を組み合わせたら、非常に美しく収まりました。

文化財へのチタンの適用

——九度山の慈尊院様でも、多宝塔の屋根の葺き替
えに緑青色のチタンをお使いいただきました。和歌
山県の指定文化財ですが、チタンが使えてよかったと
おっしゃっています。ただ本堂の屋根が檜皮で、こち
らはチタンにしたくても国の重要文化財に指定されて
いますから、檜皮でしか葺き替えができない。カラス
やコウモリが来て屋根に穴を開けるものですから、緑
のネットを張ったりと、いろいろ苦労されていますね。
宮田住職　元はこの材料で造ったのなら、ずっとそれ
で補修し続けなさいと、言う人は非常に簡単そうに言
うのです。高野山の奥の院には松平家の石廟があり、
越前の天然記念物の石でできています。修理すると
きにどの石を使うのかという話になりましたが、結局、
その天然記念物の石が使われました。では何のため
の天然記念物なのか。文句をつけるつもりはありませ
んが、現状を維持するのは口で言うほどたやすくあり

ません。
　うちの関係寺院にも重要文化財になっているところ
があります。その茅葺き屋根を葺き替えるには痩せた
細い茅が必要で、今ある茅ではすぐに腐ってしまいま
す。20 年か 30 年か前に葺き替えたときは、北海道
の自衛隊の演習地で、痩せきった茅を刈らせてもらっ
て何とかなりましたが、これからのことを思うとたいへ
んです。
　そうして維持していく費用は、国宝だったら75パー
セント、重要文化財だったら40 ～ 50 パーセントの
補助が出ますが、あとはすべて持ち主の負担です。こ
の前も、大阪で200 年ほど前の重要文化財の民家が
壊されました。残念なことですが、持ち主が維持でき
ければ、こうなるケースもあるのですね。
——チタンにしても、新しい素材ですし、実績がな
いということで、建築時のままの素材にこだわる文化
庁や専門家の理解が得られず、所有者は困られていま
す。文化財にしても年々数が増えています。すると補
助金、つまり税金による負担も増えるはずなのですが。
宮田住職　うちは宿坊もやっていますが、不特定多数
が泊まる宿泊施設となると、法律でいちばん厳しい安
全性を求められますから、その建物は鉄筋ですし、お
寺らしからぬ屋内消火栓も装備して、今求められるも
のにきちんと対応しています。そういう面もありますの
でね。

お大師様の進取の気性とチタン屋根

——いろいろある中、高野山の由緒あるお寺様でチ
タン屋根を採用いただいたということは、社会的にも
非常に意味合いが大きいと思っています。
宮田住職　お大師様にしても、非常に進取の気性に
富んだお方でした。ですから、その時代のいちばんよ
いものを使うというのは、お大師様の教えにもかなっ
ています。お大師様は、世の中にないことをしてこら
れた。たとえば私立の学校を創ったのはお大師様が最
初です。綜芸種智院ですね。しかもそこでは仏教だけ
でなく、儒教や道教、方位学、暦学、算術など、そ
の時代に求められる学問を教えられました。いわゆる
ユニバーシティですね。藤原冬嗣の屋敷を借りて、ス
ポンサーになってもらって、身分に関係なく無償で学
ぶことができました。今にも劣らない学校をその当時
に開かれています。日本人で最初に辞書を作ったのも
お大師様です。篆

てん

隷
れい

万
ばん

象
しょう

名
めい

義
ぎ

という漢字の辞書です。
　お寺の建物にしても、旧態依然のイメージを頑なに
守り通していくことがすべてであるとは思えません。う

屋根を葺き替える前の大師堂
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ちにはエレベーターもありますが、以前ならどこのお
寺も階段です。だけどそれでは車椅子の人はどうする
のか。車椅子の人は高野山まで車で来る。それなら
ば駐車場を地下に作ってそのままエレベーターで上が
ればいい。そういうことを考えますと、屋根材も今い
ちばん望みうるところでいちばんいい材料がいいわけ
です。
——そういっていただけると、私どもとしましても冥
利につきます。位牌堂、大師堂の次もご予定いただい
ていますね。
宮田住職　まず山門をチタンで葺き替える予定です
が、できるものなら全部チタンにしたいくらいです。た
とえばうちの寺も永代供養をお預かりしますから、次
の代、その次の代へと継承しなくてはなりません。位
牌堂はまさにそういう建物ですが、建物をもたせるに
は屋根がいちばん大切です。
　先ほど構造の話をしましたが、高野山の場合、冬は
気温がマイナス18 度くらいまで下がりますので、土
の下から霜が立って基礎が揺らいでしまいます。とこ
ろがうちの位牌堂は、建て替えてから40年くらい経ち
ますが、地面を１メートル半ほど掘り下げて、栗石を
入れて、鉄筋を打ち込んで、コンクリートを流してと、
基礎工事をしっかりやって、その上に頑とした大きな
柱を立てています。そしてなおかつチタンで屋根を軽
くしましたから、どう転んでも私と次の代は大丈夫です。
　檜皮葺きの場合、屋根の下地がありません。桟の
上に檜皮を置いて、桟に檜皮を打ち付ける。ですから
大師堂も、チタンで葺くにあたって、新たに下地をこし
らえました。その結果、以前よりしっかりした屋根にな
りました。
——高野山でも本中院谷にある總持院様にチタンを
採用いただいたことで、山内のお寺様にもチタンへの

関心が広がればと期待しています。
宮田住職　関心は高いと思います。施工中もずいぶ
ん見に来られました。私にしても、実際にチタンで施
工された屋根を見て、これはいい、自分の寺もチタン
で葺きたいと思いましたから、国の文化財はまだまだ
ハードルが高いにしても、施主の立場からするとチタ
ンに変わってくると思いますね。見に来た人はまず「高
かっただろう」と言いますが、葺き替えなくていいの
だから、２回、３回葺くことを思えば安いものです。
ただ、チタンももう少し手軽になればいいのですが。
——施工性もよくなりましたし、意匠にしても、宝珠
に使えるゴールドから、檜皮から葺き替えても違和感
のない黒化処理まで広がってきました。ですからあと
は量産ですね。マーケットがもう少し大きくなって量を
たくさん作れるようになると、単価も下がってマーケッ
トが広がる。そういういい循環にもっていけるようメー
カーでも今、真剣に取り組んでいます。
　このたびの總持院様の葺き替えには、いろいろな
会社の最新技術が投入されていますが、本日はありが
たいお話を頂戴し、関係者一同、今後の改良、開発
の参考にさせていただくとともに、これからチタン屋
根を検討なさる施主様にもたいへん参考になるかと存
じます。お忙しい中、まことにありがとうございました。

  ■物件データ

  高野山別格本山總持院
  位牌堂・大師堂屋根改修工事
・竣工  位牌堂 2012 年 12 月
 大師堂 2013 年 5 月

・施主　總持院 http://www.soujiin.or.jp/
・施工　株式会社カナメ岡山営業所
  http://www.caname.net/

藤棚の向こう左が位牌堂、中央が大師堂、右が山門（２階宿坊から）
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